
鹿児島県は、南に開かれたアジアの玄関口としての地理的優位性などから、これまで、香港、シンガ 
ポール、韓国の全北特別自治道、中国の江蘇省などアジア各国・地域との間で友好関係を結び、定期的
に開催する交流会議などを核として、関係機関・団体との連携の下、長年にわたり、経済や観光、芸術、 
文化、青少年など広範な分野において本県独自の交流を展開してまいりました。

近年では、ベトナム・ハイズオン省（現ハイフォン市）や台湾屏東県とも協定を締結し、経済交流や人的
交流に取り組んでおります。

また、これまでの交流実績により培ってきた貴重な財産である人的ネットワークを生かし、アジア地域
との様々な分野における交流を拡大するため、国際交流員（CIR）や交流会議関係者など、本県とゆかり
の深い人々で構成する「アジアかごしまクラブ」を香港、シンガポール、韓国全北特別自治道にそれぞれ
設立し、相互訪問による交流を行っております。

そのほか、学校における外国語指導助手（ALT）の積極的な活用や、本県とつながりのある国や地域への
高校生の派遣など、青少年による海外研修・交流事業などを行いながら、今後の本県を担う国際的な視野
をもった人材の育成にも努めております。

本県では、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などによる人手不足が深刻化していることなどを背景
に、外国人労働者が年々増加しており、令和６年 10 月には過去最高の１万 4,240 人となっております。

このような環境の変化などを踏まえ、外国人材の更なる受入れ・定着に向け、外国人材が安心して働き、
暮らせる環境整備などの取り組みをより一層推進することを目的に、本年３月、「第二次かごしま外国人材
受入活躍推進戦略」を策定し、県内企業に就労する外国人材を対象とした日本語学習支援や県内企業が 
行う受入体制整備に対する支援などの取り組みも行っております。

また、県産品の輸出拡大や海外からの誘客促進、外国人材の確保などの国際関連施策を相手国・地域の
特性やニーズなどを十分に踏まえつつ、より効果的、戦略的に展開するため、本年度、今後の国・地域別
の取り組みの方向性などをまとめた「鹿児島県国際戦略（仮称）」を策定することとしております。

今後とも、アジア地域をはじめとして、本県ならではの特性を生かした独自の国際交流を推進すると 
ともに、国際情勢などの変化に的確に対応しながら、貿易・投資交流の更なる促進に向けた取り組みを 
進め、南に開かれたアジアの玄関口として充実を図ってまいります。
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南に開かれたアジアの玄関口
の充実を目指して


